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アドソル日進、東京ガスのエネルギーエンゲージメント WEB アプリ開発を受注  
～家庭用蓄電池エネルギーの活用へ、新たな顧客体験の創出を  

アジャイル開発特化型サービス「AgileLeap」で支援～  

 

アドソル日進株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長  篠﨑俊明、以下：アドソル日進）が   

開発を受注した東京ガス株式会社（本社：東京都港区、代表執行役社長  笹山  晋一、以下：東京ガス

様）の「蓄電池ネットワークサービス」向けエネルギーエンゲージメント WEB アプリがこのほど完成

し、2026 年 11 月より正式版の提供が開始されましたのでお知らせいたします。  

本プロジェクトは、利用者の参加体験を可視化、サービスへの理解と継続利用を促進することで、

家庭用蓄電池エネルギーの活用と電力需給の最適化を目指すという東京ガス様の新たな取組みが

進む中で、アドソル日進のアジャイル開発特化型サービス「AgileLeap（アジャイルリープ）」を活用

して開発されたものです。  

 
蓄電池制御の状況や社会貢献度を可視化。新たな顧客体験を創出（画像提供：東京ガス様）  

 
 

 

１．  受注の背景  
 

再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、家庭用蓄電池を活用した VPP（Virtual Power 

Plant）や DR（Demand Response）への期待が高まっています。  

東京ガス様は、家庭用蓄電池をネットワーク化し、社会全体の電力需給状況に応じて最適制御す

る「蓄電池ネットワークサービス」を 2024 年から展開しています。一方で、利用者にとっては「い

つ、どのような制御が行われたのか」「社会に貢献できているのか」を実感しにくいという課題があ

りました。  

こうした課題を解決するため、東京ガス様は利用者の参加状況や社会貢献度をわかりやすく伝

え、かつ利用者との接点となるエネルギーエンゲージメント WEB アプリの開発を企画。ユーザーの

・アドソル日進が東京ガスの「蓄電池ネットワークサービス」向けエネルギーエンゲージメント WEB 

アプリを受注・開発  

・アジャイル開発特化型サービス「Agi leLeap」を活用した日越スクラム開発により、ユーザー検証を  

重ねながら継続的な UI/UX 改善を実施。2026 年 11 月から正式に提供開始  

・利用者の参加状況や社会貢献度を可視化し、家庭用蓄電池の活用促進と電力需給の最適化への貢献  

を目指す  

・  

 

・利用者の参加状況や社会貢献度を可視化し、家庭用蓄電池の活用促進と電力需給の最適化に貢献  

 

・利用者の参加状況や社会貢献度を可視化し、家庭用蓄電池の活用促進と電力需給の最適化に貢献  

 

 

 本リリースのポイント  
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反応・満足度を確認しながらサービスを進化させる必要性から、アジャイル開発を前提とした開発パ

ートナーとしてアドソル日進の「AgileLeap」をご採用いただきました。  

 

２．  AgileLeap 採用のポイント  
 

本プロジェクトでは、  

・利用者にとって価値のある体験が何かを探索しながら開発する必要がある  

・サービスコンセプト自体が新しく、要件を事前に固定できない  

・実際のユーザーフィードバックを取り込みながら継続的に改善したい  

といったニーズがありました。  

このニーズを踏まえ、アドソル日進は、スクラムマスターと開発チームが伴走し、仮説検証を繰り

返しながらサービス価値そのものを共創する「アジャイル型開発」と  「ベトナムオフショア活用」の長

所を組み合わせたサービスである「AgileLeap」を提案。東京ガス様をプロダクトオーナーとし、  

アドソル日進の経験豊富なスクラムマスター・エンジニアと、アジャイル開発に強みを持つベトナム・

Techzen（テックゼン）のエンジニアによる日越スクラムチームを編成し、利用者視点での機能検

討からプロトタイプ開発、ユーザー検証、改善サイクルまでを一体的に推進しました。  

なお、開発過程においては、約 70 名のモニターによる検証を行い、その結果をもとに UI/UX

改善を継続的に実施。2026 年 11 月よりサービス提供が開始されたものです。  

 
 

３．今後の展望  
 

本プロジェクトでは、これまで培ってきたアジャイル開発の実績、東京ガス様が展開する各種シス

テムの開発経験を活かし、東京ガス様が挑戦するエネルギーの新たな価値創造につながるプロダク

トの進化に携わることができました。  

アドソル日進は、今後もアジャイル開発ノウハウと GX（グリーントランスフォーメーション）領域で

の知見を活かし、エネルギー業界をはじめとするさまざまな業界のお客様に対し、サービス企画か

ら開発、運用・改善までを一貫して支援してまいります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真左から  東京ガス株式会社  カスタマー＆ビジネスソリューションカンパニー  設備ソリューション開発部   

大久保様、佐久間様、稲垣様、アドソル日進株式会社  スマート G X 事業部  板山  

 

以  上  

 

アジャイル開発特化型サービス「AgileLeap」  

https://adniss.jp/leapx/agileleap.html  
 

※  本リリースに記載された内容は、発表日時点の情報です。その後、サービス提供状況や仕様などが  

変更される可能性がありますので、あらかじめご了承ください。  

※  その他会社名、製品名、サービス名は、当社または各社、各団体の商標もしくは登録商標です。   

なお、本文中において  TM、®マークの一部を記載しておりません。   
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